
務。
シ
キ
ナ
イ
シ
ヤ
式
内
社

(
乙
加
能
の
式
内

祉

l
m築
時
代
に
在
つ
て
は
、
官
祉
に
悉
〈
官
幣
を

供
す
る
制
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
賀
行
容
易
で
な
か
っ

た
か
ら
、
延
踏
十
七
年
以
降
稚
内
の
官
祉
は
皆
官
幣

と
し
、
諸
道
の
官
祉
は
、
特
に
社
隠
の
優
秀
な
る
も

の
L
外
、
同
幣
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
官

幣
は
耐
祇
宮
よ
り
し
、
凶
融
問
は
閥
司
代
っ
て
怒
る
の

で
あ
る
。
是
に
於
い
て
官
社
三
千
百
三
十
二
座
の
中
、

官
幣
七
百
三
十
七
社
、
凶
幣
二
千
三
百
九
十
抗
祉
と

な
っ
た
。
そ
の
名
様
は
証
書
式
榊
名
娠
に
縦
せ
ら
れ

る
か
ら
、
世
に
之
を
延
型
式
内
社
と
も
蹴
に
式
内
枇

と
も
い
う
た
。
耐
し
て
加
賀

・
能
mw
二
凶
の
式
内
附

幣
祉
は
左
の
如
〈
で
あ
る
。

加
賀
凶
品
川
二
度
節
小

江
泊
部
十

一

座

前
小

篠

原

一

同

祉

御

木

訓

枇

服

部

制

枇

万

何

現

制

枇

宮
村
叫
州
都
制
祉

菅
生
石
部
利
融

が
顕
れ
た
の
で
、
め
で
た
〈
母
子
の
封
面
を
と
げ
た

と
い
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
謡
曲
で
は
、
江
沼
郡
蚊
地

を
菅
生
の
一
部
と
見
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

ジ
キ
ジ
ヨ
ウ
ジ
直
乗
寺

河
北
部
清
水
谷
に
在

る
。

日
諸
宗
に
回
し
、
五
千
部
山
と
脱
す
る
。

文
明

イ
沢
年
間
紛
車
村
賀
来
寺
九
代
務
保
院
日
訟
の
創
立

で
あ
る
と
い
ふ
。

シ
キ
ジ
ヨ
シ
シ
ゲ
敷
地
義
茂

本
姓
狩
野
氏
。

逝
抑
制
伊
一
誠
守
。
加
賀
の
人
。
建
武
・腕
刷
出
の
交
新
制
義

市
民
民
総
し
、
既
定
利
高
経
の
躍
と
扱
う
た
。
こ
れ
も
吃

金
腕
寺
本
太
平
紀
に
伊
鷺
守
に
作
る
も
の
は
非
で
、

永
和
元
年
八
年
廿
七
日
附
足
利
義
訪
の
敬
舎
に
も
狩

野
伊
一
P
守
義
茂
入
品
山
一
と
あ
る
。

シ
キ
ド
敏
戸

風
王
切
下
町
野
郷
に
関
す
る
部

シ
キ

忠

一

出

前

枇

出

水

耐

祉

制

法

制

枇

能
安
部
八
座
盟
小

狭

野

跡

枇

石

部

制

枇

岬

州

生

制

祉

多
伎
奈
川
閣
制
枇

石
川
郡
十
座
揃
小

白
山
比
時
制
祉

制

聞

東

訓

枇

御

持

制

枇

締

本

利

枇

隊

知

榊

枇

加
賀
郡
十
三

座

疏

小

小

部

副

社

三

崎

利

枇

紳

凶

副

社

制

家

前

社

野

蚊

榊

壮

大

野

桜
一
脚
註

M

草

野

耐

副

能
思官
凶
州
三
座

大
一
一
峰
、
小
畑
二
座

割
引
同
部
J
l
四
座
大
一
座
、
小
イ
三
座

相

見

制

社

志

乎

利

一

位

気
多
一
抑
制
。
“
耐
火
訓

代

前

枇

羽

咋

榊

祉

制
問
戸

比
古

制
一位

手

辿

兆

昨

制

祉

椛

諮

問

比

昨

一則枇

奈
一P
楽

比

時

制

枇

締

附

比

古

訓

副

首
泊

比
古
制
祉
久
間
騨
加
夫
郡
阿
良

加
芯
比
古
一岬枇

隊
撤
比
古
制
祉
大
穴
持
保
有
一
岬
枇

能
号
制
米
七
底
脱
小

能
間
切
比
時
耐
耐

際
原

比
古

制
世

野

削

一

糾

枇

白

茂

制

批

下

野

間

制

批

閉

山

岐

副

社

技
自
加
漏
訓
枇

野

駿

判

例

祉
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中
む

耐

吐

気
多
御
子

制
世
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日i量t祉社

六
O

の
が
あ
る
o
こ
の
艶
に
就
い
て
は
伴
信
友
も
尻
に
註

話
し
た
が
、
何
等
の
研
究
を
も
し
な
か
っ
た
o
慌
し

澗
羽
咋
郡
の
大
穴
持
像
石
榊
枇
、
能
E
R
削仙
の
宿
那
彦
榊

像
石
前
一位
・久
志
伊
奈
太
伎
比
時
制
祉
(
伎
芋
知
山
〉
能

菅
生
附
玉
比
古
榊
到
の
如
き
は
、

制
蹴
に
よ
っ

て
祭

耐
を
探
知
し
得
る
も
、
他
の
多
数
に
在
つ
て
は
頗
る

特
異
な
る
穂
町
酬
に
幽
す
る
。
試
み
に
之
を
怨
げ
ん

に
、
澗
羽
咋
郡
の
椴
戸
比
古
紳
枇
・手
辿
比
時
品
抑
制
椛

泌
回
比
障
制
枇

・
奈
-R
袋
地
時
前
世

・
話
凶
比
出
榊

祉
・百
泊
比
古
抑
制
・
久
腕
加
夫
郡
阿
良
加
芯
比
自
制

批
・勝一部
比
古
訓
枇
‘
能
昌
明
郎
の
能
呂
田
比
時
制
枇
阪

駅
比
古
紳
枇
・
官
忽
比
時
制
枇
・
加
夫
刀
均
古
一抑制
・

天
日
陰
比
時
制
批

・
鳥
居
比
古
口
跡
祉

・
久
忠
比
出
品川

副
・由
比
古
利
枇
・品
V

須
前
支
比
古
刑
制
・
倣
即
日
目
比
己

榊
祉
・阿
良
加
志
向
古
跡
枇
・
伊
夜
均
時
榊
枇
・
御
門

主
比
古
前
駐
、
風一
主
郷
町
臨
末
比
百
円
刑
枇
石
山間
比

古
訓
枇
・
紳
杉
伊
一守一
牢
比
時
神
社
・
石
氏
比
古
跡
枇
・

つ
一
〉
式
祉
制
批
の
軍
報

l
榊
名
帳
記
紋
の
形
式
は
、
祉

一
奨
腕
奈
比
古
前
枇
・美
麻
奈
比
時
前
社
・跡
目
伊
豆
伎

獄
を
凶
却
に
分
か
っ
て
列
記
し
、
そ
の
大
小
を
附
紘

一
泊
古
制
枇
奥
禅
比
時
制
批
・設
捜
比
時
一
肺
社
、
妹
洲

し
た
に
泊
ぎ
ぬ
か
ら
、
社
地

・
祭
制
止
ハ
に
之
を
知
る

一
郊
の
古
蹴
志
比
古
訓
枇
・
加
志
披
良
比
古
制
粧

が
あ

こ
と
を
得
ぬ
。
従
う
て
今
の
何
れ
の
祉
を
笛
つ
ベ
主

一
旬
、
是
等
は
凡
べ
て
そ
の
命
名
の
類
似
し
た
る
の
み

か
を
判
断
す
る
こ
と
秘
め
て
閃
肢
で
あ
る
。
之
に
加

一
な
ら
ず
、

一ー
も
跡
此
(
に
跡
名
の
見
え
ぬ
も
の
L
み
で

ふ
る
に
後
間
京
都
の
苦

m家
が
、
一
岬
祇
長
上
と
し
て

一
あ
る
。
寄
人
は
こ
の
廓
貨
を
以
て
、
榊
名
帳
且
官
級
の

宗
政
貸
出
田
守
護
し
、
或
は
刑
位
や
一泊
め
、
或
は
制
限

一
際
、
同
街
の
宮
人
が
枇
批
を
路
迎
統
一
し
た
紡
mm
に

に
叙
位
叙
回
世
行
ふ
に
及
び
.
榊
耐
が
式
内
た
る
と

一
節
し
た
い
。
さ
れ
ば
諾
附
比
古・
島
屋
比
古
・
俄
沼
比

否
と
は
、
大
に
制
臓
の
似
拾
に
闘
す
る
こ
と
震
大
で

一
古
・加
夫
刀
出
古
の
如
〈
、
地
方
土
磁
の
首
相
耐
と
川心

あ
っ
た
か
ら
、
駐
川
町
の
紛
践
を
生
ず
る
こ
と
多
〈
、

一
は
れ
る
あ
り
、
手
法
比
昨

・
天
日
陸
路
時
の
如
く
、

時
に
金
般
荷
受
理
し
て
そ
の
摂
取
を
在
同
し
、
時
に

一
そ
れ
自
身
称
名
な
る
ら
し
き
あ
っ
て
、
本
来
の
粍
初

期
間
や
-限
り
官
制
に
務
仰
す
る
秘
利
山
町
得
て
叙
位
叙

一
の
間
引
な
る
に
拘
ら
ず
、
同
一
形
式
の
前
名
を
附
し
た

阿
川
和
〕
得
る
等
の
卵
管
百
出
し
、
待
異
例
μ
脅郡山
別
し
得

一
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
若
し
そ
れ
袈
腕
奈
比
古

尖

ぬ
に
主
っ
た
。

一
腕
奈
均
時
・由
比
古
・古
蹴
芯
地
古
に
至
つ
て
は
、
任

会
一〉
能
貸
の
祉
川
町

l
能
奇
の
式
内
社
川
町
全
見
る
と
、

一
那
・新
鋭
・高
麗
人
に
し
て
此
の
土
に
副
附
着
し
た
も
の

他
の
諮
凶
の
そ
れ
に
比
し
て
全
然
組
を
奥
に
す
る
も

一
が
、
設
が
閥
風
に
従
う
て
そ
の
組
制
を
荷
担
し
た
も

九
官
忽
比
時
制
枇

天
日
陰
比
時
紳
甜

荒
石
比
古
利
枇

能
殺
生
同
玉
均
古
訓

ト
l
拘

罰則
W伊
釘
抗
支
比
古
一剛枇

阿
山
加
志
均
古
跡
祉

打
亙
名

古
市
止

4

f
i
r
-湖
-n

筒
那
虚
制
品
開
石
制
枇

以十牢九州附
九

鹿

川

小

以
前

比
古
耐
制

耐
杉
伊
一一時
牟
出
古
刑
制

栄
町
牌
奈
比
商
品脚枇

制肺
門
伊
一P
伎
出
古
利
祉

法
出

比
昨
制
枇

珠
洲
間
三
座
凱
小

閉
山
須
利
一
組

加
芯
般
民
比
古
例
制

古山
鴨
志
比
古
制
枇

石
糊
比
古
制
制

石
内
川
比
古
跡
祉

臨ム出嚇奈
均
時
制
祉

拠
出
比
時
制
制

加
夫
万
比
古
訓
枇

山
崎
屋
地

古
神
社

久
島
比
古
榊
枇

白

比

古

前

駐

除
慈
比
古
利
枇

久
志
伊
太
伎
比
古
前

社御
門
中
.
出
古
訓
枇


